
　

先
頃
の
、政
府
が
発
表
し
ま
し
た

月
例
経
済
報
告
に
よ
る
と
、景
気
は
、

着
実
に
持
ち
直
し
て
い
る
と
し
、先
行

き
に
つ
い
て
も
、輸
出
が
持
ち
直
し
、

各
種
政
策
の
効
果
が
発
現
す
る
な
か

で
、企
業
収
益
の
改
善
が
家
計
所
得

や
投
資
の
増
加
に
つ
な
が
り
、景
気
回

復
へ
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

上
向
く
個
人
消
費
を
背
景
に
、企

業
の
生
産
活
動
が
緩
や
か
な
伸
び
を

続
け
る
と
と
も
に
、雇
用
情
勢
も
改
善

の
兆
し
が
見
え
る
な
ど
、安
倍
政
権
の

経
済
政
策「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」へ
の
期
待

感
で
先
行
し
て
き
た
円
安
・
株
高
が
実

体
経
済
に
も
波
及
し
、景
気
の
好
循
環

が
経
済
活
動
に
も
表
わ
れ
始
め
た
感
が

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、市
民
生
活
に
目
を

向
け
る
と
、依
然
と
し
て
、景
気
の
回

復
が
賃
金
の
上
昇
に
反
映
さ
れ
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、政
府
は
、新
た
な

「
成
長
戦
略
」と「
経
済
財
政
改
革
の
基

本
方
針
」、い
わ
ゆ
る「
骨
太
の
方
針
」

を
6
月
14
日
に
閣
議
決
定
を
し
ま
し

た
。今
後
、景
気
回
復
へ
の
勢
い
を
持
続

さ
せ
、我
が
国
の
経
済
を
再
び
成
長
軌

道
に
乗
せ
る
と
と
も
に
、多
く
の
国
民

が
景
気
の
回
復
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、政
府
に
は
、「
成
長
戦
略
」

議
会
を
終
え
て
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及
び「
骨
太
の
方
針
」を
着
実
に
実
行
に
移
す
と

と
も
に
、国
政
の
か
じ
取
り
に
万
全
を
期
す
よ
う

強
く
望
む
も
の
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、引
き
続
き
、経
済
状
況
及

び
政
府
が
進
め
る
政
策
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

市
内
産
業
が
活
気
を
取
り
戻
し
、市
民
生
活
の

向
上
に
繋
が
る
、で
き
得
る
限
り
の
対
策
を
講
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
微
力
を
尽
く
し
て
行
き
ま
す
。

　

さ
て
、今
６
月
議
会
で
は
、予
算
議
案
12
件
、

条
例
等
の
一
般
議
案
21
件
で
あ
り
、予
算
議
案
に

つ
い
て
は
、一
般
会
計
に
お
い
て
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
施
設
維
持
補
修
費
等
で
４,
７
９
０
万
８

千
円
の
補
正
。

　

並
び
に
一
般
議
案
で
、「
川
口
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」等
の
条
例
議
案
7
件
、財
産

の
取
得
議
案
１
件
、専
決
処
分
の
承
認
議
案
３

件
、市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
議
案
４
年
、人
事

議
案
6
件
、議
員
提
案
意
見
書
１
件
が
そ
れ
ぞ

れ
原
案
通
り
に
可
決
。

　

ま
た
、正
副
議
長
の
辞
任
に
伴
い
議
長
に
宇
田

川
好
秀
氏
、副
議
長
に
関
口
京
子
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

６
月



　

急
速
な
高
齢
化
が
進
む
中
、
本
市
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
高

齢
者
福
祉
施
設
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
喫
緊
の

課
題
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
戸
塚
地
区
に
お
い
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
入

所
定
員
１
２
０
床
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
か
わ
ぐ
ち
ロ
イ
ヤ
ル

の
園
」が
、
本
年
４
月
に
開
所
し
、
さ
ら
に
は
神
根
地
区
に
お
い
て
、

入
所
定
員
１
０
８
床
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「(

仮
称)

悠
久
の

栖
」が
本
年
８
月
の
開
所
を
目
指
し
、
現
在
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
２
施
設
の
開
所
に
よ
り
、
市
内
あ
わ
せ
て
23
施
設
、
２,
０

５
３
床
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
年
々
増
え
続
け
る
高
齢
者
の
施
設
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
施
設
の
確
保
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
中
に
さ
ら
に
１
施
設
、
１
１
０
床
、
来
年
度
に
は
２
施

設
、２
３
９
床
を
確
保
す
る
予
定
で
あ
る
と
の
事
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
シ
ネ
マ
に
特
化
し
た
世
界
初

の
映
画
祭
と
し
て
、平
成
16
年
３
月
に
第
１

回
を
開
催
し
た「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
国
際
Ｄ

シ
ネ
マ
映
画
祭
」も
回
を
重
ね
、
今
年
で
節

目
と
な
る
10
回
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、映
画
祭
の
知
名
度
は
着
実
に
上

が
り
、本
映
画
祭
で
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
監

督
の
作
品
が
、世
界
の
名
だ
た
る
映
画
祭
で

も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
、
長
編

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
で
、日
本
人
監
督

初
と
な
る「
監
督
賞
」と
、国
内
の
新
人
ク
リ

エ
イ
タ
ー
育
成
を
目
的
と
し
た「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ

シ
テ
ィ
ア
ワ
ー
ド
」を
受
賞
し
た
中
野
量
太

監
督
の
作
品「
チ
チ
を
撮
り
に
」が
、第
63
回

ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
部
門
に
正
式
招
待
さ
れ
、高
い
評
価

を
得
て
お
り
ま
す
。本
映
画
祭
出
身
の
監
督

が
国
外
で
も
活
躍
し
、マ
ス
コ
ミ
や
映
像
関

連
業
界
か
ら
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
は
、市
民

の
一
人
と
し
て
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

記
念
す
べ
き
10
回
目
と
な
る
今
回
の
映

画
祭
で
は
、昨
年
よ
り
開
催
日
数
を
１
日
増

や
し
、７
月
12
日
か
ら
21
日
ま
で
の
10
日
間

に
わ
た
り
、Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ

ま
す
。応
募
作
品
か
ら
厳
選
し
た
ノ
ミ
ネ
ー

ト
作
品
を
、コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
に
お

い
て
順
次
上
映
す
る
ほ
か
、
昨
年
、
劇
場
公

開
さ
れ
大
変
話
題
を
呼
び
ま
し
た「
の
ぼ
う

の
城
」を
、特
別
上
映
作
品
さ
れ
る
予
定
で

　老朽化した市庁舎の建て替えにあたっては、建設地
を現在地とするか、またはＳＫＩＰシティに移転するか
を選定するために、昨年の１１月に「川口市庁舎建設審
議会」を設置し、検討を重ねているところです。
　その中で、仮に本庁舎がＳＫＩＰシティに移転した場
合に、現庁舎の周辺商業等への影響について調査すべ
きとの指摘を受け、急遽、２月末から３月にかけて当該
調査を実施しました。
　この調査では、本庁舎、分庁舎及び第二庁舎等への
来庁者に対して、居住地や来庁手段、周辺商業等施設
の利用状況等について、また、現庁舎周辺及び川口駅
周辺の商業等施設に対しては、庁舎が移転した場合の
影響について、それぞれ聞き取り調査を行ない、あわせ
て市職員に対しても、通勤手段や周辺商業等施設の利
用状況についてアンケートを行いました。
　その結果、移転に伴う現庁舎周辺及び川口駅周辺商
業の年間推定損失額は、約５億４千万円から７億１千

万円と推計され、この結果を審議会に報告したとの事
です。
　なお、庁舎の建て替えは、市民の皆さんにとりまして
大きな関心事であることから、審議会で検討した「住民
の利便性」や「防災拠点性」など建設地選定のための評
価の視点について、６月３日からパブリックコメントを
実施しています。
　この結果については、審議会に報告し、慎重に審議を
した後に、新庁舎の建設地の答申を市長が受ける事に
なっています。
　東京湾北部地震等、
大規模災害の発生が指
摘される中、防災機能を
備えた新庁舎の建設に
向けて、鋭意取り組んで
いるところです。

｢

Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
国
際
Ｄ
シ
ネ
マ

　　　　　　
映
画
祭
２
０
１
３｣
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
省
で
は
、
地
域
振
興
や
観
光

振
興
の
観
点
か
ら
新
た
な
地
域
名
を
表
示

す
る
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
い

わ
ゆ
る「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
」の
導
入
に
つ

い
て
、全
国
か
ら
強
い
追
加
要
望
が
あ
り
、

平
成
16
年
に
続
い
て
、
本
年
２
月
か
ら
第

２
弾
の
公
募
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
し
た
。

　
「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
」の
公
募
に
あ
た
っ

て
は
、川
口
市
議
会
を
は
じ
め
、川
口
商
工

会
議
所
、
鳩
ヶ
谷
商
工
会
及
び
川
口
ト

ラ
ッ
ク
協
同
組
合
か
ら
、
地
域
活
性
化
や

観
光
の
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
、
さ
ら
に

は
、
交
通
安
全
意
識
の
向
上
な
ど
の
観
点

か
ら
、「
川
口
」ナ
ン
バ
ー
の
実
現
を
と
の

要
望
を
受
け
、本
市
に
於
い
て
、無
作
為
抽

出
に
よ
る
20
歳
以
上
の
市
民
５,
０
０
０

人
を
対
象
に
、
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー「
川
口
」

の
導
入
の
賛
否
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
、
去
る
４
月
８
日
か
ら
22
日
ま
で
実
施

を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
約
６
割
の
方
々
か
ら
導
入

に
賛
成
と
の
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
実
現
す
べ
く
、

５
月
８
日
に
、
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー「
川
口
」

導
入
の
要
望
書
を
、
窓
口
で
あ
る
埼
玉
県

に
提
出
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
、国
土
交
通
省
に
お
い
て
、有
識
者

に
よ
る
審
査
を
経
て
、
こ
の
夏
に
は
導
入

の
是
非
が
決
定
さ
れ
る
予
定
と
な
り
ま

す
。

　
「
川
口
」
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
全
国
を
走

り
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
の「
川
口
」の
名

前
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
が「
ふ
る
さ
と
川
口
」を
誇
り

に
感
じ
、
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
が
高
ま

る
と
と
も
に
、
新
市
の
一
体
感
が
さ
ら
に

醸
成
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ

た
、排
気
量
１
２
５cc
以
下
の
バ
イ
ク
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
導
入
に
つ
い
て
も
、

進
め
て
い
く
と
の
事
で
す
。

す
。さ
ら
に
、
10
周
年
特
別
企
画
と
し
て
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
国
際
映
画
祭
と
の
提
携
企

画
に
よ
る
作
品
の
上
映
な
ど
、来
場
者
の
皆

さ
ん
に
斬
新
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
映
像
の
世

界
を
堪
能
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、鋭
意
準
備

を
進
め
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　

今
後
も
、
本
映
画
祭
の
開
催
を
と
お
し

て
、
映
像
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
発
掘
や「
川
口

子
ど
も
映
画
ク
ラ
ブ
」に
よ
る
映
像
制
作
な

ど
、将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
る
と

と
も
に
、映
像
関
連
産
業
の
振
興
に
取
り
組

ん
で
も
ら
え
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

川口市庁舎建設審議会について

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
に
つ
い
て
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ご
当
地
ナ
ン
バ
ー「
川
口
」に
つ
い
て

川口市マスコット
「きゅぽらん」
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